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東急不動産株式会社（本社：東京都港区、社長：植村仁）と鹿島建設株式会社（本社：東京都港区、社長：押味至

一）は、２社共同で開発する「（仮称）竹芝地区開発計画：以下、本プロジェクト」の中核となるＡ街区（業務棟）が、２０

１６年５月１６日に着工しましたことをお知らせいたします。 

 

本プロジェクトは、東京都が行う「都市再生ステップアップ・プロジェクト」の一つであり、国家戦略特別区域計画の

特定事業（都市計画法等の特例）として内閣総理大臣認定を２０１５年３月に受けました。港区海岸１丁目の都有地

を約７０年間の定期借地によって借り受け、業務棟と住宅棟からなる全体延床面積約２０万㎡の国際ビジネス拠点

を創出します。また、歩行者デッキなどの整備を行い、竹芝地区を防災対応力を完備した先端的かつ魅力的な都市

に変えることを目指し、事業推進してまいります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国家戦略特別区域計画の特定事業における本プロジェクトの整備方針】 

 

 （１）官民合築・連携による産業振興とにぎわい創出 

 （２）浜松町駅・竹芝駅・竹芝ふ頭・にぎわい空間をつなぐ歩行者ネットワークの整備 

 （３）防災対応力の強化とエネルギーネットワークの整備 

 （４）環境教育の拠点形成と環境負荷低減への取組 

 

（仮称）竹芝地区開発計画本格始動 

２０２０年の竣工に向けＡ街区（業務棟）が着工 

Ａ街区（業務棟）外観イメージ 位置図 

東急不動産株式会社

鹿 島 建 設 株 式 会 社



 

 

 

 

【本プロジェクトの特徴】 

 

■防災対応力とエネルギーマネジメントを完備した安心・安全な街づくり 

 

地域の防災力の強化と将来のエネルギー需要の変化を見据え、エネルギーマネジメントへの柔軟性と拡張性の実

現を目指しながら、地球環境にも配慮した街づくりに取り組みます。 

 

・ 本プロジェクトでは、地震や各種災害に強い建物構造を備えた建物とするとともに、エネルギープラントを導入する

など、最先端のＢＣＰ計画で、入居企業の事業継続性をサポートします。 

 

・ 当該建物のＢＣＰのみならず、竹芝地区のＤＣＰ（地域事業継続計画）を見据えた地域との防災組織の体制づくり・帰宅困

難者対応を行い、竹芝地区における防災拠点を構築します。 

 

・ ＤＨＣのサブプラントの整備や大型で高効率なガスコジェネレーション等の活用により、熱・電気のスマートエネル

ギーネットワークを構築し、ＣＡＳＢＥＥ自己評価：Ｓランク・東京都建築物環境計画書制度の段階３を目指します。 

 

  【主な取り組み】 

  ・強風時の風揺れから長周期震動まで含む大地震の大きな揺れを軽減する高性能オイルダンパーを導入。 

  ・非常用発電機及びガスコジェネレーションにより、テナント専有部へも５日間の電力供給が可能。 

  ・浸水、高潮対策として、受変電設備等の主要設備は地上階に設置。 

  ・断水時には、中水利用により、３日分のトイレ洗浄水を確保。 

  ・地域の防災拠点として、オフィスロビー等の低層部共用空間を一時滞在施設として整備するとともに、 

   ６３００人・３日分の防災物資を完備。 

  ・統合ＢＥＭＳの導入による業務棟と住宅棟の一体管理によるエネルギーの効率化。 

 

■新産業貿易センターをはじめとする官民連携により中小企業や次世代産業を支援 

 

都有施設である東京都立産業貿易センターを一体整備し、官民が連携してさまざまなサービスや空間機能を提供す

ることで、中小企業や次世代産業のビジネスチャンスを広げていきます。 

 

・  東京都立産業貿易センターは、大規模無柱展示室や

各種セミナーなどにも利用できる貸し会議室などを備

え、中小企業振興のための展示施設としての機能を

更に強化。先進的なコンベンション施設に生まれ変わ

ります。 

 

・ 民間施設として整備するコンテンツメディアホールで  

は、プレゼンテーションやイベントに必要な先端設備を  

完備。また、イベントスペース、スキップテラス、店舗等 

をホールで行われたイベントのアフターコンベンション 

の場として活用することができます。 

  

低層部のガレリアに面する店舗、ホール、新産業貿易センターが 

街のにぎわいを演出する（イメージ） 



 

 

スキップテラスでは「竹芝新八景」として水と緑を取り入れた８つの生物多様性の取組を実施（イメージ） 

■産学共同でデジタル×コンテンツによる国際ビジネス拠点を創出 

 

本プロジェクトでは、デジタル×コンテンツを軸に、研究開発、人材育成、起業支援、ビジネスマッチング、そしてそこ

から生まれたテーマを研究するというサイクルを形成し、国際ビジネス拠点を創出していきます。 

 

・ 世界から注目を集めている日本のコンテンツ産業をサポートするために、竹芝

地区にコンテンツを核とした国際ビジネス拠点を形成すべく、「デジタル×コンテ

ンツ」に関する様々な活動の実施母体として、社団法人ＣｉＰ［Contents 

Innovation Program］協議会を設立いたしました。（理事長：中村伊知哉：慶應義塾大学大学院メ

ディアデザイン研究科教授） 

 

・ 国家戦略特区の枠組みを活用した各種規制緩和に取組む中で、さまざまな実

証実験のフィールドを提供し、地区全体をデジタル×コンテンツの創造・体験の

場へと変えてまいります。 

 

・ 慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科（ＫＭＤ）と国内外トップ大学による共

同研究機関を新設し、研究開発と人材育成を実施。そこで育った人材や成長過

程の企業に、快適性と利便性の高いインキュベーションオフィスを提供します。 

 

 

■浜離宮・旧芝離宮の緑と、東京湾の海を同時に感じるオフィス 

 

長年培ってきたオフィスビル事業のノウハウを結集し、高機能なオフィススペックと働きやすさを提供するとともに、 

水と緑と調和した新しいワークスタイルを提案いたします。 

 

・自然には、心身をリラックスさせる効果や創造力を培う効果があることが学術的な研究より明らかにされています。

そこに着目し、これまでにも東急不動産では自然と共生した働き方を提案してまいりました。本プロジェクトでは、東

京湾の広大な海と浜離宮恩賜庭園、旧芝離宮恩賜庭園の豊かな緑を同時に感じる場所に位置していることを活か

して、水と緑を感じながら働くワークスタイルを提案していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

中村伊知哉 

慶應義塾大学大学院 

メディアデザイン研究科教授 

インキュベーションオフィス（イメージ） 

（上から）ＣｉＰ協議会、慶應義

塾大学大学院メディアデザイン

研究科ロゴマーク 



 

 

３９階ラウンジでは浜離宮・東京湾を一望できる（イメージ） エントランスホールには東京湾との連続性に配慮した水盤を導入 

（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・ 本プロジェクトは（株）日本政策投資銀行によるＤＢＪ Ｇｒｅｅｎ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ認証制度のプラン認証において、「国内トッ

プクラスの卓越した環境・社会への配慮がなされたビル」として以下の点を評価され、「５つ星/ｆｉｖｅ ｓｔａｒｓ」の認証

を受けております。 

 

  ・インキュベーションオフィスや、コンテンツ産業の育成支援を目的としたスタジオや交流ラウンジを設置するなど、 

   多様なテナントのニーズに応えられるアメニティが整備される点 

  ・制震構造の採用や、5 日分の電力供給が可能な非常用発電機の設置、帰宅困難者向けの水・食料等の備蓄など、 

   テナントの BCP 対応に極めて効果的なスペックを備える点 

  ・浜松町駅へ直結する歩行者デッキや、水田を含む大規模な緑化スペースである「スキップテラス」の設置など、 

   周辺環境の改善やヒートアイランド対策等に資する優れた取り組みがなされる点 

 

 

■ 地域と一体となって竹芝の未来を変えるエリアマネジメントと歩行者デッキ 

 
歩行者デッキの整備により、竹芝地区の利便性・にぎわい・歩行者ネットワークの強化を図ります。更に、地域と密

着したエリアマネジメント活動を行うことにより、竹芝地区を世界につながる国際ビジネス拠点へと変えていきます。 

 

・ 本プロジェクトの開発に伴い、浜松町駅方面から竹芝駅、竹芝ふ頭をつなぐ歩行者デッキを整備。このデッキは首

都高速道路を跨いで本物件にバリアフリーで直結し、極めて利便性の高いアクセシビリティを実現します。 

 

・ 官民の地域関係者により組織された「竹芝地区まちづくり協議会」（２０１４年度設立済み）やエリアマネジメント法

人（２０１６年度設立予定）と連携し、地域資源の活用や新しい魅力づくりを行うコミュニティの形成、安心・安全なま

ちづくりへの取組を展開してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■オフィスビル開発コンセプト 

 

 

 

 

 東京湾に面する竹芝地区を「ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＰＯＲＴ（新時代のビジネス港）」に変革させることをコンセプトに開

発してまいります。遥か昔から、人やモノ、お金が行き交い、貿易によって活気が生まれてきた「ＰＯＲＴ（港）」

を、現代とこれからのビジネスの中で必要なＣＲＥＡＴＩＯＮ（創造・クリエーション）」に特化し進化させていこうと

いう意味が込められています。 

 

 羽田空港の「空の港」、竹芝ふ頭の「海の港」、さらに世界最先端のＩＣＴ基盤を備えた「ＩＴの港」によって、竹

芝地区を世界中の企業、人、情報、ビジネスをつなぐ国際競争力の高いビジネス拠点へと変えていきます。 



 

 

【物件概要】  

 

□全体計画概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

□Ａ街区（業務棟）概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

□B 街区（住宅棟）概要 

 

 

 

※本プレスリリースの内容は、今後の協議等により変更となる可能性があります。 

 

 

株式会社アルベログランデ 

（本施設を整備するため、東急不動産株式会社と鹿島建設株式会社が設立した事業会社） 

東京都港区海岸一丁目２０番９他 

約 １５，６００㎡ 

約２００，０００㎡ 

２０２０年（予定） 

事 業 主 体

 

所 在

敷 地 面 積

延 床 面 積

開 業

事務所、展示場、集会場、飲食店、物販店舗、駐車場、自転車駐車場 

約 １２，２００㎡ 

約１８０，０００㎡ 

地上３９階、地下２階 

約２１０ｍ 

２０２０年５月（予定） 

用 途

敷 地 面 積

延 床 面 積

階 数

高 さ

竣 工

２０２０年５月（予定） 竣 工


